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献 辞

.二.…9垂之先生は,1995年3.月14日 に63歳の誕生 日をお迎えになり,同 年3周

期 置をもって本学を退官されることになりました。

先生u..1953年3月 に京都大学経済学部を卒業され,京 都大学大学院経済学

響.モ轟葦士課程での学業を終えた後,京 都大学経済学部助手,講 師,助 教授を

獲て.17.二 年か ら交通論講座担任の教授 として教育 ・研究活動に尽力 してこら

れました3

先生広 多様な陸上交通手段およびその交通路の選択や建設の問題を,地 域

と曙わけ大都市圏の経済活動およびアメニティとの関連で分析する方向に交通

繧沓学を発展させる仕事に心血を注がれ,こ れ との関連で,日 本における都市

経済学つ開拓者の役割を担われることとなりました。主著 「都市の経済分析」

鳳より1981年 に日本交通学会賞を受賞されたばか り.でな く,輸 送投入の産業連

冒分析,土 地 ・住宅市場に関する理論的 ・実証的研究,標 準大都市雇用圏を用

いた日本の都.市化の分析などは,国 際的にも先駆的な業績 として高く評価され,

五隼1こは文化経済学の発展にも取 り組んでおられます。こうした先生の御研究

は.8冊 の書物 と120編 を越える論文 となって結実 していますが,理 論経済学

や計量経済学の分野で活躍する人びとを含め,多 くのすぐれた研究者を育成 し

てこられたことも,先 生の大きな功績であ ります。

また,1978年1月 から84年3月 までの間に2度 にわたり京都大学評議員,84

年4刀 か ら86年1月 まで京都大学経済学部長の重責を担われ,経 済学部を大学

紛争期から脱却させ再生の軌道に乗せる上で,ま た大学院経済学研究科を経済

研究所との協力関係を基礎に置 くものに再組織し,そ の新たな発展の礎を築 く

上で,決 定的に重要な役割を果たされました。



さらに,日 本交通学会,理 論 ・計量経済学会,日 本土地法学会,応 用地域学

会,文 化経済学会,日 本計画行政学会など多 くの学 会で要職に就かれたほか,

種々の審議会等での活動を通 じて,実 際界と学界との問の知的交流を促進され

ました。

京都大学経済学会は,先 生の多年にわたる御功労 に対する敬意と感謝の念を

こめて,「経済論叢」の本号を記.念号 として編集い たしました。先生の御指導

を受けられた方々から寄せ られた論文を編んで,本 号を先生にお贈 りできます

ことは,私 どものこの上ない慶びであ ります。

先生が今後ともますます御健康で,学 界のため,ま た広 く社会のため,御 活

躍下さいますことを,心 か らお祈 りいた します。

1994年12月5日

.京都大学経済学部長 浅 沼 萬 里


